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催
　
し

11
月
は「
文
化
芸
術
に
親
し
む
月

間
」で
す

　
南
九
州
市 
川
辺・知
覧・頴
娃
支
部

　
文
化
祭　
11
月
２
～
３
日

南
九
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◯
展
示
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
２
日（
月
）～

３
日（
火
）

■
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
館
・
知
覧
体
育

館
・
頴
娃
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

高
校
生
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、薩
南

工
業
高
校
生
に
よ
る
親
子
木
工
体
験

教
室
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、保
育
士
に

よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど（
予
定
）

■
参
加
料
＝
無
料

［
問
］南
九
州
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
つ
み
き
」

　
☎
０
９
９
３-

38-

０
８
０
０

第
10
回
記
念
南
九
州
市
み
ど
り

の
美
術
展  

開
催

　

市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
、絵
画

を
通
じ
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
第
10
回
記
念
と
し
て
絵
て
が

み
部
門
の
復
活
と
新
た
に
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
を
設
け
、市
内
小・中
学
生
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。絵
画
は
11
月
７
、８

日
に
頴
娃
武
道
館
ま
で
搬
入
、絵
て
が

み
は（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
に
１
人
２

点
ま
で
）11
月
４
日（
消
印
有
効
）ま
で

に
頴
娃
文
化
会
館
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
22
日（
日
）～
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
11
月
29
日
は
午
後
２
時
ま
で

■
場
所
＝
頴
娃
武
道
館

■
入
場
料
＝
無
料

［
担
当
］
頴▢
分
室 

教
育
振
興
課

◯
舞
台
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
３
日（
火
）

■
場
所
＝
川
辺・知
覧・頴
娃
文
化
会
館

［
問
］
川▢
社
会
教
育
課  

文
化
振
興
係

第
７
回
南
九
州
市
歩
こ
う
会

in
知
覧

　
知
覧
に
残
る
さ
ま
ざ
ま
な
戦
跡
を
巡

る
コ
ー
ス
で
す
。歴
史
の
歩
み
を
家
族・

友
人
と
一
緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
希
望
者
は
担
当
係
ま
た
は
市

連
合
青
年
団
員
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～

■
場
所
＝
知
覧
地
域（
約
12
㎞
コ
ー
ス
）

�

（
集
合
場
所
：
知
覧
平
和
公
園
）

■
参
加
料
＝
５
０
０
円

■
主
催
＝
南
九
州
市
連
合
青
年
団

※
歩
こ
う
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
担
当
］川▢
社
会
教
育
課  

社
会
教
育
係

南
九
州
市
こ
ど
も
ま
つ
り

　
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
み

き
主
催
の
南
九
州
市
こ
ど
も
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所
＝
頴
娃
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
前
広
場

■
内
容
＝
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、消
防
車
・

パ
ト
カ
ー・
白
バ
イ
乗
車
体
験
、頴
娃

第 30回国民文化祭・かごしま２０１５
詩の現在・詩の未来

現代詩の祭典in南九州市
開催日・場所　11 月８日（日）　知覧文化会館

　国内最大の文化の祭典「国民文化祭」が10月31日から開幕さ
れ、本市では、『現代詩の祭典in南九州市』を開催します。
　式典では、表彰式、優秀作品朗読のほか、現在、南日本新
聞にエッセイを連載中の和合亮一さんらをゲストに迎えての詩
の朗読などがあります。ぜひ、市民の皆さんも参加してください。
■日　程
　10 時	 受　付
　12 時 15 分　オープニング（川辺フィルハーモニー管弦楽団）
　13 時	 式　典
	 ・表彰式、優秀作品朗読
	 ・朗読劇（劇団いぶき）
	 ・詩の朗読（和合亮一さん、和合敦子さん）
	 ・てい談「詩の現在・詩の未来」
	 （城戸朱理さん、和合亮一さん、石田瑞穂さん）

　会場では薩南工業高校茶ボラによるお茶会や女性団体によ
る昼食バザーもあります。また、知覧特攻平和会館・ミュー
ジアム知覧の無料見学（要申込）もできます。
※知覧特攻平和会館・ミュージアム知覧の無料見学は、受付
で申し込んでください。

[ 担当 ]川▢社会教育課  文化振興係
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「
世
界
を
知
ろ
う
！

　
　
　

  

日
本
を
伝
え
よ
う
！
」

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、鹿

児
島
大
学
の
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
料
理
や
文
化
に

触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　
ぜ
ひ
、家
族
や
友
だ
ち
を
誘
っ
て
、参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
29
日（
日
）

		


午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所
＝
知
覧
校
区
公
民
館

■
内
容
＝

　
①
料
理
de
交
流
会

　
②
ラ
ン
チ
de
交
流
会

　
③
留
学
生
に
よ
る
出
身
国
の
紹
介

　
④
武
家
屋
敷
散
策

■
参
加
料
＝
会
員
：
５
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
：
７
０
０
円

※
④
に
つ
い
て
は
武
家
屋
敷
入
場
料
が

た
を
体
験
し
て
み
た
い
方
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、担
当
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川▢
保
健
体
育
課

　
　
　

知▢
・
頴▢
分
室 

教
育
振
興
課

募
　
集

初
級
韓
国
語
講
座 

参
加
者
募
集

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、前

期
に
引
き
続
き
、初
級
編
の
韓
国
語
講

座
を
開
催
し
ま
す
。会
員
で
な
い
方
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、参
加
し
て

別
途
５
０
０
円
必
要
で
す
。

■
定
員
＝
先
着
25
人

■
申
込
方
法
＝
11
月
20
日（
金
）ま
で
に

事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。当
日
、午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
お
手
伝
い
で
き
る

方
は
ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い
。（
外
国
語

が
話
せ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
）

［
担
当
］事
務
局
知▢
企
画
課  

企
画
係

み
ん
な
集
ま
れ
！

　
　
　
「
な
ぎ
な
た
教
室
」

　

南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、平

成
32
年
開
催
予
定
の
第
75
回
国
民
体
育

大
会「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」に

向
け
た
競
技
力
向
上
対
策
事
業（
ジ
ュ

ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
・
な
ぎ
な
た

教
室
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぎ
な
た
を
全
く
知
ら
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
、な
ぎ
な

く
だ
さ
い
。

■
日
程
＝
11
～
３
月
の
第
１・３
木
曜
日

午
後
７
～
８
時
30
分

（
月
２
回
、全
10
回
）

※
初
回
：
11
月
５
日（
木
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
参
加
料
＝
会
員
：
３
千
円 

　
　
　
　
　
一
般
：
４
千
円

■
定
員
＝
先
着
20
人

■
申
込
方
法
＝
11
月
２
日（
月
）ま
で
に

事
務
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］事
務
局
知▢
企
画
課  

企
画
係

▲出身国の紹介をする留学生

汚泥再生処理センターの
名称募集
　南さつま市加世田村原地内に建設
され、平成28年４月１日供用開始予定
の汚泥再生処理センターの名称を募
集しています。
　既存のし尿処理施設から景観や周辺環境に配慮した近代的な施
設へと生まれ変わります。
　新たな施設にふさわしく、親しみやすい名称を提案してください。
　応募された名称の中から大賞1点、入賞２～３点を決定します。
なお、大賞には３万円相当額、入賞には５千円相当額の賞品が授与
されます。
■締切＝11月20日（金）（郵送の場合は当日消印有効）
　詳しくは、南薩地区衛生管理組合ホームページの募集要項をご覧
ください。

【お問い合わせ】
南薩地区衛生管理組合  事務局　☎0993-53-7730

　汚泥再生処理センターとは、し尿・浄化槽汚泥の衛生処理だ
けではなく、汚泥の有効利用が可能な再生・資源化（助燃剤）設
備を備えた施設です。処理対象区域は、南九州市（知覧町、川
辺町）、南さつま市、枕崎市、日置市（伊集院町、日吉町、吹上町）
です。



9 October 2015

[

問]

知▢
企
画
課  

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

不
法
投
棄
に
厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま

す
。不

法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

罰
則
は
、５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、ま
た
は
こ
れ

ら
が
併
科
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
一

人
一
人
が
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。さ
せ

な
い
。見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、不
法
投
棄
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
川▢
市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

 

11
月
12
～
25
日
は「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間  

暴
力
は
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。特
に

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
加
害
者
が
悪
い
の
で
す
。

　
被
害
を
受
け
た
あ
な
た
に
責
任
は
あ

り
ま
せ
ん
。一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ン
作
り
教
室

～
パ
ン
と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」～

　

パ
ン
と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」で
は
、

シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ン
作
り

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

指
先
を
使
う
簡
単
な
作
業
で
、あ
ん

パ
ン
や
調
理
パ
ン
作
り
が
楽
し
め
ま

す
。お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
、ぜ
ひ
、参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
～
４
時

■
場
所
＝
介
護
予
防
拠
点
施
設　
パ
ン

と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」

■
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

■
参
加
費
＝
５
０
０
円

■
定
員
＝
先
着
10
人

■
申
込
方
法
＝
11
月
24
日（
火
）ま
で
に

「
茶
楽
里
」へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

[

問]

パ
ン
と
お
茶
の
館「
茶
楽
里
」

　
☎
０
９
９
３-

83-

３
０
０
６

　
　
（
定
休
日
：
月
曜
日
）

お
知
ら
せ

犬
の
飼
い
方

　
　
　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　
「
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
を
持
ち
帰
ら

な
い
」「
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
」

な
ど
犬
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
散
歩
の
際
は
、ス
コ
ッ
プ
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
携
帯
し
フ
ン
を
必
ず
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。犬
の
放
し
飼
い

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。放

し
飼
い
に
よ
り
交
通
事
故
に
あ
っ
た
、

人
を
咬
ん
だ
と
の
事
案
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、散
歩
の
時
な
ど

は
、必
ず
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、鑑

札
を
付
け
て
い
る
と
飼
い
主
が
す
ぐ

分
か
り
ま
す
の
で
、必
ず
付
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
は
、市
へ
登

録
が
必
要
で
す
。登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、担
当
係
で
登
録
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

[

担
当]

川▢
市
民
生
活
課  

生
活
環
境
係

知▢
・
頴▢
支
所 

生
活
環
境
係

11
月
は

「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

市
で
は
こ
の
期
間
、県
や
警
察
と
連

携
し
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不

【不法投棄防止啓発ロゴ】

期
間
中
、
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン

に
よ
り
啓
発

を
行
い
ま
す
。

女
性
が
腕
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
姿
を
描
い
て
お

り
、
女
性
の
表
情
、
握
り
締
め
た
こ
ぶ
し
、

ク
ロ
ス
さ
せ
た

腕
に
よ
り
、
女

性
に
対
す
る
暴

力
を
断
固
と
し

て
拒
絶
す
る
強

い
意
思
を
表
し

て
い
ま
す
。

◎女性のための法律１１０番
☎０９９-２２１-６６３１に連絡を

　ＤⅤ、セクハラ、ストーカーなど女性に対する暴力や
離婚にまつわる問題など、女性の人権に関わる問題につ
いて、女性の弁護士が電話と面接で相談に応じます。
予約優先です。詳しくは、お問い合わせください。
■ 日時＝ 11 月 18 日（水）午前 10 時～午後４時
[ 問 ] 鹿児島県男女共同参画センター相談室
	 （かごしま県民交流センター内）
	 ☎０９９- ２２１- ６６３０（６６３１）
	 午前９時～午後５時（月曜日は休館）

▼

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

▼

女
性
へ
の
暴
力
の
根
絶
を
訴

え
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
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せ
」が
届
き
ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ
の
制

度
で
す
。ぜ
ひ
、協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
問
］裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑

事
部  

裁
判
員
係

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

検
察
審
査
員
：

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

２
０
１
６
年
版 

　
鹿
児
島
県
民
手
帳　
販
売

　

鹿
児
島
の
情
報

が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ

た
実
用
的
な
一
冊

で
す
。毎
年
掲
載
し

て
い
る「
ふ
る
さ
と

の
主
な
催
し
」な
ど
に
加
え
、さ
ら
に
内

容
を
充
実
！「
郷
土
の
味
」や
割
引
パ
ス

ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
な
ど
新
し
い
試
み

が
満
載
で
す
。

　

安
く
て
便
利
な
県
民
手
帳
、平
成
29

年
３
月
ま
で
使
え
ま
す
。購
入
希
望
者

は
、担
当
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
サ
イ
ズ
＝
縦
15
㎝
×
横
8.5
㎝

■
色
＝
黒
、赤

■
価
格
＝
５
４
０
円（
税
込
）

［
担
当
］
知▢
企
画
課   

広
報
統
計
係

県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」開
催

  
～
知
恵
を
出
そ
う
み
ん
な
で
創
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
の
未
来
～

　

県
議
会
と
南
薩
地
域
振
興
局
管
内

の
方
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。議
会
の
役
割
や
活
動
内
容
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
、地
域
の
諸
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。入
場

料
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
22
日（
日
）午
後
１
～
３
時

■
場
所
＝
ふ
れ
あ
い
か
せ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
さ
つ
ま
市
）

■
テ
ー
マ
＝「
あ
な
た
の
考
え
る
南
薩

地
域
の
振
興
策
」ほ
か
県
政
一
般

■
参
加
議
員
＝
議
長
、副
議
長
、地
元
選

出
議
員
、そ
の
他
県
議
会
議
員

［
問
］県
議
会
事
務
局  

総
務
課

　
　
☎
０
９
９-

２
８
６-

５
０
１
３

「
裁
判
員
候
補
者
」ま
た
は「
検
察

審
査
員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
方
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、選
挙
権
を

有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

ま
す
。「
裁
判
員
候
補
者
」、「
検
察
審
査

員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
方
へ
は
、11
月

中
旬
頃
に「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は
「
検
察
審

査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

●市有財産の売払い●
　市では、今後も公共的活用の見込まれない
市有財産を一般競争入札し、売り払います。
■申込受付　10月21日（水）～11月２日（月）
■入札日時　11月10日（火）
	 受付：午後１時～
	 入札：午後１時30分～
■申込書
　 知▢財政課財産管理係に準備しています。また、市ホームページでもダウンロードできます。
■申込方法
　直接持参のみ受け付けます。郵送やＦＡＸ、インターネットなどによる申し込みは受け付けません。

[担当] 知▢財政課  財産管理係   

合併処理浄化槽への切り替えを優遇します！
平成 28 年 4月 1日改定　合併処理浄化槽設置整備事業補助金

　市では、単独処理浄化槽とくみ取り便槽からの設置替えへの助成を優遇し、合併処理浄化槽のさらなる普及率向上を図
るため、合併処理浄化槽設置整備事業補助金を次のとおり改定します。

※特殊工事（湧水・岩盤撤去・ポンプアップ
など）に対する補助金については廃止します。
　単独処理浄化槽やくみ取り便所は台所・洗
濯・風呂などの生活雑排水は浄化されないま
ま河川などへ流れ込み、水辺が汚れる大きな
原因となっています。この機会にぜひ、合併
処理浄化槽への切り換えを検討してください。

改定後の補助限度額（平成28年4月1日から）

人　槽

１施設に対する補助限度額

新規の場合
既設のくみ取り
便 槽 から設 置
替えする場合

既設の単独処理浄化槽から設置替えする場合
単独処理浄化槽を撤
去しない場合

単独処理浄化槽を撤
去した場合

５人槽 16万６千円 43万２千円 48万２千円 57万２千円
７人槽 20万７千円 51万４千円 56万４千円 65万４千円
10人槽 27万４千円 64万８千円 69万８千円 78万８千円

■物件一覧
番号 物　件　名 所　在　地 地目 面積（㎡）

１ 旧二松中学校用共済
住宅用地

知覧町塩屋24467番地 宅地 869.99
知覧町塩屋24470番地 3,272.0

２ 手蓑開発用地 知覧町郡9693番地 原野 1,0510

３ 手蓑開発用地 知覧町郡9694番地 原野 215.0

４ 手蓑開発用地 知覧町郡9698番2 山林 144.0

[ 担当 ]川▢市民生活課  環境保全係　頴▢・知▢支所  生活環境係
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◎
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
１
２
０-

２
７
９-

３
３
８

  （
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

つ
な
ぐ  

さ
さ
え
る
）

※
通
話
料
は
無
料
で
す
。最
初
に
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。相
談
し
た

い
こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、公
衆
電
話
か

ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。

交
通
事
故
無
料
相
談
会

交
通
事
故
に
関
す
る
も
の
全
て
に
つ

い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
31
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館

※
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。（
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
４
時
）

［
問
］Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者
救

済
推
進
協
会  

南
薩
地
区
担
当  

有
田

 

☎・℻▢
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

予
約
は
不
要
で
、相
談
者
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容
＝
交
通
事
故
損
害
賠
償
、

土
地
建
物
売
買
・
譲
渡
、金
銭
貸
借
、

土
地
境
界
、婚
姻
・
離
婚
、夫
婦
・
親

子
関
係
、遺
産
相
続
な
ど
の
調
停
手

続
き

■
日
時
＝
11
月
17
日（
火
）

相
　
談

介
護
の
日『
介
護
相
談
会
』

市
で
は
、介
護
に
つ
い
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
頴
娃
庁
舎
、ち
ら
ん
夢
郷
館
、

　
　
　
　
川
辺
庁
舎

■
相
談
内
容
＝
介
護
保
険
制
度
、介
護

サ
ー
ビ
ス
内
容
、介
護
認
定
、介
護
の

悩
み
、認
知
症
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

［
担
当
］
川▢ 

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　
　
　

頴▢
・
知▢ 

支
所 

介
護
高
齢
者
係

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
24
時
間
年
中
無
休
電
話
相
談
）

　

ど
ん
な
人
の
、ど
ん
な
悩
み
に
も
よ

り
そ
っ
て
、一
緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探

し
ま
す
。

　
電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容
＝
生
活
、仕
事
、住
居
、自

殺
願
望
、心
、家
庭
、お
金
、病
気
、障

害
、犯
罪
、性
、Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
、子
ど

も
、法
律
・
法
的
手
続
き
、行
政
な
ど

の
諸
手
続
き
、教
育
、人
間
関
係
、外

国
籍
、被
災
地・原
発
ほ
か

　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
山
形
屋
１
号
館
７
階
１
号
社

交
室（
鹿
児
島
市
金
生
町
）

［
問
］鹿
児
島
調
停
協
会（
鹿
児
島
地
方・

家
庭
裁
判
所
内
）

　
☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
２
１

若
年
者
の
就
労
支
援

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、若
年
者
の
就
職
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

丁
寧
に
支
援
し
ま
す
。（
相
談
、就
労
支

援
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
出
張
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

■
対
象
者
＝
15
～
39
歳
の
若
者
お
よ
び

家
族・保
護
者

■
相
談
料
＝
無
料

◎
川
辺
町・知
覧
町
に
住
ん
で
い
る
方

■
日
時
＝
毎
月
第
１・３
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
～
４
時　

■
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
世
田

◎
頴
娃
町
に
住
ん
で
い
る
方

■
日
時
＝
毎
月
第
２・４
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
～
３
時

■
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

［
問
］か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
☎
０
９
９-

２
９
７-
６
４
３
１

平成27年国勢調査への回答ありがとうございました

[担当]  知▢企画課  広報統計係

　平成27年10月１日を基準日として、
平成27年国勢調査を実施しました。

　調査実施にあたりご協力いただきました関係者の皆さ
ん、調査に回答された皆さん、ありがとうございました。
　この国勢調査は、日本に住んでいる全ての人と世帯を対
象に実施され、集計結果はさまざまな行政資料などとして活
用されます。

※まだ調査への回答をしていない方がいましたら、
すぐに調査員または市役所までご連絡ください。

　今後、世帯の方が回答された内容で分からない
ことがあった場合、市役所から電話で問い合わせが
ありますのでご協力をお願いします。（調査票で質
問のあった項目のみお尋ねします。「かたり調査」に
ご注意ください）
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税務署での相談は予約を
　税務署での相談は、事前の予約をお願いします。
　具体的書類や事実関係を確認する必要があるな
ど、相談内容により電話などでの回答が困難な場合
には、電話などで事前に相談日時などを予約いただ
き、最寄りの税務署で相談を受け付けています。
　予約の際は、名前・住所・相談内容などを伺います。
　なお、税金の納付相談や確定申告期において申告
書作成会場へ行く際は、事前の予約は必要ありませ
ん。

【お問い合わせ】
　知覧税務署〒 897-0393　南九州市知覧町郡 6212 番地
　　　　　　　　　　　☎ 0993-83-2411（自動音声案内）

● 知覧税務署からのお知らせ ●

被用者年金一元化法が施行されます
　平成24年8月に成立した「被用者年金一元化法」
により平成 27 年 10月 1日から、これまで厚生年
金と3つの共済年金に分かれていた被用者年金制
度が厚生年金制度に統一されます。
●平成 27 年 10月以降、厚生年金の決定・支払は
従来どおり、厚生年金被保険者期間分は日本年
金機構、共済組合などへの加入期間分について
は各共済組合などで行います。

●厚生年金に関する届書など（注）は、日本年金
機構（年金事務所）または各共済組合などのど
の窓口でも受け付けします。

（注）①平成 27 年 10月以降に受給権が発生した
厚生年金に限ります。

②障害給付の届書などの一部の届書を除き
ます。

移 動 年 金 相 談 所
〇11月５日（木）
　南さつま市役所  スタジオ21
〇11月19日（木）
　指宿市役所
〇11月26日（木）
　枕崎市市民会館
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時
　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。他市
で実施している相談所でも相談できます。
　移動年金相談は完全予約制（定員24人）。
　１週間前までに、鹿児島南年金事務所に予約してく
ださい。

年 金 だ よ り

　年金について分からないことがありましたら、近くの年金事務所
へご確認ください。

【お問い合わせ】　
　鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111　
　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

平
成
27
年

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予

防
意
識
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
～

３
つ
の
習
慣

◎
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◎
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◎
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◎
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

◎
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

◎
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
無
防
備
な

　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんと
の公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞
納の解消に取り組んでいます。
◎納税に関する相談
　失業・病気などにより一度に納税することが困難
な方や収入がない方につきましては、随時、納税
相談を受け付けています。
[担当]
　 頴▢収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎本館２階）

27年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数
（件）

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4月～8月 135 124 1 8 0 2 ０
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市ホームページで、
委員会の開催予定や
協議資料、会議の記
録などの詳細情報を
掲載しています。

　８月25日に御領地区公民館で開催された第７回頴娃地区統合中学校開設準備委員会において、頴娃地区の新中
学校の場所が選定されました。
　その後、新中学校の場所について、頴娃地区統合中学校開設準備委員会委員長より市長報告・協議を行い、市教
育委員会において正式決定し、市議会へ報告しました。

頴娃地区の新中学校の場所が決定！

市ホームページ
学 校 再 編

◆協議内容◆
〇平成26年12月の協議開始から、これまでの協議（全６回）において、新中学校

開校に必要な８つの要因ごとに、メリットや懸念材料を出しあいながら分析
を行った。

〇第７回の委員会において、頴娃の新しい中学校の場所について、最もふさわ
しい場所の協議を行い、最終的には、既存の３中学校および頴娃運動公園
の中から、委員の投票により新中学校の場所を選定した。

◆主な選定理由◆
〇通学シミュレーションにおける平均の通学距離が最も短く、通学時間が短い。
〇建設年度が最も新しく、最大の保有面積である体育館を有効活用でき、最も

建設経費の負担が少ない場所である。
〇頴娃運動公園が近くにあり、体育館や陸上競技場など、既存施設の有効利用

が可能である。

頴娃中学校の場所に新中学校を開校する

◆今後のながれ◆
〇新中学校を頴娃中学校に開校することとなった選定理由および新中学校の概要やスケジュールなどについて、

住民説明会を実施します。
〇その後、新中学校の名称の決定や、校歌、校章、教育課程、通学方法など新中学校開校に向けた具体的協議を進

めていきます。

頴娃地区新中学校場所決定等説明会
日時・場所　10月29日（木）午後７時～８時30分　青戸中学校体育館
	 30日（金）　　　　〃	 別府中学校体育館
　　　　　  11月２日（月）　　　　〃	 頴娃中学校体育館
※どの説明会でも参加できます。

▲新中学校の場所に決定した頴娃中学校。

▲西牟田頴娃地区統合中学校開設準備委員
会委員長より市長へ新中学校の場所につい
て報告されました。

[担当]  川▢教育総務課  学校再編係

あいさつ・声かけで育む青少年健全育成・安心安全な地域づくり
［ 南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ ］

ふるさと体験学級茶レンジ隊
　　「ペットボトルロケット製作体験」

「青少年育成の日」
毎月第 3土曜日

「家庭の日」
毎月第 3日曜日

子ども会活動など地域の特性を生
かした活動への参加・支援に努め
ましょう。

「家庭の日」には家族みんなでの話
合いや、親子のふれ合いに努めま
しょう。
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行
っ
た
特
攻
隊
員
が
残
し
た
記
録
と
、同

時
期
に
特
攻
隊
員
と
交
流
の
あ
っ
た
女

性
や
子
ど
も
、学
生
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

記
録
か
ら
構
成
さ
れ
、総
力
戦
の
悲
惨
さ

を
伝
え
る
も
の
で
す
。

申
請
の
目
的
は
、第
二
次
世
界
大
戦
終

結
か
ら
70
年
が
経
過
し
、戦
争
を
知
る
当

事
者
が
高
齢
に
な
る
中
、戦
争
の
記
憶
を

後
世
に
伝
え
、二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
の
も
の
で
し
た
。

南
九
州
市
知
覧
は
70
年
前
、特
攻
基
地

の
あ
っ
た
地
、そ
し
て
終
戦
５
年
後
か
ら

特
攻
隊
員
の
資
料
収
集
を
全
国
の
ど
の

基
地
よ
り
も
早
く
始
め
た
地
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
国
内
候
補
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、当
時
の
町
民
の

記
憶
、飛
び
立
っ
た
若
者
た
ち
の
記
憶
を

南
九
州
市
民
全
体
で
後
世
へ
語
り
継
ぎ
、

こ
の
悲
惨
な
歴
史
的
証
拠
資
料
の
永
久

保
存
に
努
め
な
が
ら
世
界
に
公
開
し
、二

度
と
悲
惨
な
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

の
願
い
を
持
ち
続
け
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
へ
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
・
市
民

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
九
州
市

が
２
０
１
７

年
の
登
録
を

目
指
し
た
ユ

ネ
ス
コ
記
憶

遺
産「
知
覧

に
残
さ
れ
た

戦
争
の
記

憶
：
１
９
４
５
年
沖
縄
戦
に
関
す
る
特
攻

関
係
資
料
群
」は
、国
連
教
育
科
学
文
化

機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の
国
内
選
考
委
員
会

で
国
内
候
補
と
し
て
選
考
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

前
回
申
請
の
反
省
を
踏
ま
え
、評
価
ポ

イ
ン
ト
の
改
善
、コ
ン
セ
プ
ト
、タ
イ
ト

ル
な
ど
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、６
月
15

日
に
再
度
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。今

回
は
、国
宝
や
国
重
要
文
化
財
な
ど
16
件

が
申
請
さ
れ
、９
月
24
日
午
前
９
時
か

ら
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
選
考
委

員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

提
出
し
た
資
料
群
は
、第
二
次
世
界
大

戦
終
戦
直
前
の
１
９
４
５
年
、沖
縄
戦

に
お
い
て
爆
弾
を
装
着
し
た
飛
行
機
も

ろ
と
も
敵
の
艦
船
に
体
当
た
り
攻
撃
を

▲日本ユネスコ国内委員会選考委員会か
らの報告を受け記者会見する霜出市長。

　

開
館
当
時
か
ら
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
展
示
し

て
い
た
シ
ン
ボ
ル
「
飛
燕
」
が
、
９
月
３
日
、
同

館
を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
飛
燕
」
は
、
日
本
航
空
協
会
（
東
京
）
が
所

有
す
る
も
の
で
、
現
在
は
日
本
に
た
だ
１
機
現
存

す
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
日
本
航
空
協
会
の
配
慮

に
よ
り
、
特
攻
隊
の
鎮
魂
の
象
徴
と
し
て
知
覧
特

攻
平
和
会
館
が
借
り
受
け
、
昭
和
62
年
か
ら
展
示

保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
同
協
会
が

岐
阜
県
各
務
原
市
の
「
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙

科
学
博
物
館
」
で
展
示
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
知

覧
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
飛
燕
」
が
展
示
さ
れ
て
い
た
知
覧
特

攻
平
和
会
館
中
央
展
示
室
に
は
、
同
館
に
展
示
中

の
旧
陸
軍
戦
闘
機
「
隼

は
や
ぶ
さ」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

旧陸軍三式戦闘機「飛燕」（キ－61Ⅱ改）
「飛燕」は、日本陸軍の名機とうたわれた三式戦闘機（２型改）

で全長 9.16 ｍ、全幅 12.0 ｍ、最大時速約 590㌔、20 ミリ機
関砲２門、12.7 ミリ機関銃２挺を装備した、当時日本唯一の
液冷式の新鋭機でした。
昭和 20 年５月 11 日知覧基地から第 55 振武隊黒木国雄少尉ら
50 機 ( その他の基地から全部で 105 機）が飛び立ち散華して
います。

▲霜出市長をはじめ知覧特攻平和会館職員など関係者が、別れ
を惜しみながら「飛燕」を見送りました。

▲ 解 体 され 知 覧 特 攻平 和 会 館 から搬 出され た
「飛燕」。

29
年
間
あ
り
が
と
う
！

　
旧
陸
軍
戦
闘
機
「
飛ひ

燕え
ん

」
別
れ
を
惜
し
む

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
国
内
候
補
な
ら
ず


